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第６次軽井沢町長期振興計画策定に伴うワークショップ 

軽井沢町の未来をつくるワークショップ まとめ 

 

１．ワークショップの目的 

「第６次軽井沢町長期振興計画」の検討・策定に向けて、町民等の皆様にまちづくりに対する

考えやアイデア等について伺う機会として、また、軽井沢町のまちづくりに関心のある人同士の

交流の機会としてワークショップを実施しました。 

ワークショップにて検討いただいた内容については、「第６次軽井沢町長期振興計画」策定の

際の参考資料とさせていただきます。 

 

２．ワークショップの概要 

【実施日時等】 

開催日時 開催テーマ 実施場所 

第１回 
５月 28 日（金） 

18：00～20：00 

◇「軽井沢町の将来像・なって欲しい姿」

を検討 

軽井沢町 

中央公民館 

講義室 

第２回 
６月 25 日（金） 

18：00～20：00 
◇「軽井沢町風景指標」を検討 

軽井沢町 

中央公民館 

講義室 

第３回 
９月 24 日（金） 

18：00～20：00 

◇「実現に向けた取組（町民等を巻き込ん

だ手法）」を検討 

軽井沢町 

中央公民館 

大講堂 

第４回 
10 月 29 日（金） 

18：00～20：00 
◇「軽井沢町ＳＤＧｓ」を検討  

※色付け部分は未実施。今後スケジュール変更の可能性有。 

 

【第３回参加メンバー】 

参加メンバー 参加人数 

町民等（計画策定に向けたアンケートにて申し込みの方） 11 人 

軽井沢 22世紀風土フォーラム 基本会議委員 ３人 
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第３回 軽井沢町の未来をつくるワークショップ 

「実現に向けた取組（町民等を巻き込んだ手法）」を検討 

 

望む軽井沢町の実現に向けて取り組む、町民等の皆様にご参加いただけるような取組や活動・イ

ベントについて検討いただきました。 

 

望む軽井沢町の実現に向けて取り組む、 

町民等を巻き込んだ取組や活動・イベントの手法 

を検討する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チームごとの検討の様子 

検討内容発表の様子 

模造紙にとりまとめ 

コロナ対策として、より広い

会場で実施しました。チーム

ごとの距離を取りつつも、活

発に検討いただきました。 

各チーム、文字だけでなく図

や絵をたくさん用いて、模造

紙でのとりまとめをしてく

ださいました。 

個人それぞれのアイデアを集

結した模造紙にそって、チー

ムのアイデアについて発表し

ていただきました。 
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チーム１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表内容】 

○「山」「川」「緑」の３つの自然の枠組みそれぞれを、「遊歩道（歩く道）」で繋いでいくイメー

ジ。そして、「山」「川」「緑」の３つの自然に対し、「学ぶ」「知る」「防災」の視点を大切に。 

○全体を支えるのがコミュニティ。軽井沢町のコミュニティは「地区」「住民・移住者・別荘」等

で分かれているコミュニティが多い。多様な人をまとめるコミュニティを作ることが大事。 

 

 

【個人シートに記載された、または、発表されたアイデア】 

取組・活動 
・イベント名 

リゾートテレワークの普及と振興 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢でテレワークやワーケーションをする人に集まってもらい、情報交換をして

もらう。 

実施する 
目的 

リゾートテレワークやワーケーションの振興で活性化地域のブランド力をアップす

る。 

想定（希望） 
する参加者 

別荘者、観光客、地元で仕事をしている方。 

工夫や 
アイデア 

コロナ後の必要があるが、飲み会など懇親の場を作り、人脈作りを兼ねて参加しても

らう。 
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取組・活動 
・イベント名 

中山道まつり 

実施内容や 
実施方法 

追分のみでなく宿場町の名残りを楽しくつくるお茶屋さんなどを設置。 

実施する 
目的 

軽井沢のイベントに深みをもたせる。（歴史） 

想定（希望） 
する参加者 

観光客、別荘者、地元。 

工夫や 
アイデア 

ミニコンサートなど交える。 

コロナ後でないと困難と思われる。 

 

取組・活動 
・イベント名 

緑の戦略づくり（勉強会、植樹、間伐等） 

実施内容や 
実施方法 

まず、勉強会や研修などどういう緑をつくるか知識を獲得する。その上で植樹や間伐

などの実践を。 

実施する 
目的 

地域ごとに緑のあり方は違う。 

軽井沢は人が作った緑なので、人の関与必要。 

針葉樹・広葉樹といった特性や利点の異なる植物の良さを活かして。 

想定（希望） 
する参加者 

地域ごとに募集、勉強会は一緒に。 

工夫や 
アイデア 

勉強会はワークショップを交えて。 

植樹や間伐は弁当持ちよりで。 

 

取組・活動 
・イベント名 

中軽井沢地区 湯川を活かしたまちづくり（かわまちづくり） 

実施内容や 
実施方法 

上記の勉強会知識を活かして河川敷の整備を住民と行政が一緒に行う。 

遊歩道を活かす。マップの作成等。 

実施する 
目的 

防災、中軽井沢のシンボル湯川をまちづくりに活かす。 

水辺を活かす。水辺をもっと歩けるように。 

想定（希望） 
する参加者 

中軽井沢地区の住民。 

工夫や 
アイデア 

防災や植生の専門家とともに。 

地区の青年団（軽伸会）に出店をだしてもらいお祭り感覚で。 

 

取組・活動 
・イベント名 

野菜の地産地消で、軽井沢の農業をもっとにぎやかにしよう！ 

実施内容や 
実施方法 

・発地市庭や JA のお店を拠点に。 

 ・生産者の方がどうやって育てたかとか魅力を PR。 

 ・レストランのシェフがおいしい一皿を発表。 

・興味のある方が増えたら。 

 ・収穫期とか忙しい時期にボランティアで応援。 

実施する 
目的 

観光や別荘関連だけでない軽井沢の経済圏を豊かにする。 

「霧下野菜」のブランド化。 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 
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取組・活動 
・イベント名 

勝手にお掃除し隊 

実施内容や 
実施方法 

・所有者の了解を得た上で、休眠別荘の荒れた庭をボランティアが掃除する。 

・もしかしたら、それをキッカケに低利用地の活性化が進むかも… 

実施する 
目的 

防犯、地域の町並みや環境の維持。 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 

行政を巻き込むことで、「ここは…」と思う土地建物の所有者に一定のオーソリティ

を持ってアプローチできる。 

 

取組・活動 
・イベント名 

浅間山を知ろう 

実施内容や 
実施方法 

火山研があるけれど、日頃どんな活動をしているのか知る機会がほとんどない。 

・ウェブページがあれば町のホームページからリンクする。 

・フィールドを歩いて過去の噴火の跡をたどる。 

実施する 
目的 

・いつかはくる「そのとき」への備え。 

・軽井沢町最大のハザードリスクに対する施策のひとつ。 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 

他の活火山 地元（？）団体とのネットワーク 

 

取組・活動 
・イベント名 

中軽井沢商店街活性化 PJ 

実施内容や 
実施方法 

くつかけテラスのチャレンジショップみたいな仕組み 

実施する 
目的 

中軽井沢駅からハルニレテラスまで歩いたり自転車に乗って移動しても充分に楽し

い回遊性のある街づくり。 

想定（希望） 
する参加者 

使ってないお店の持主が、少しでも賃料を稼げるチャンスかも。 

工夫や 
アイデア 

星野リゾートに一肌脱いでもらえるとありがたい。 

 

取組・活動 
・イベント名 

生活道路（町道）の整備拡充（美しい町をより美しく！） 

実施内容や 
実施方法 

・自宅前は自身の庭と考え手入れする。 

・活用されている道路を部分的に特定し手入れ。 

・出来る範囲でスタートする。 

実施する 
目的 

散歩道。快適である。増やしていく。 

歩くことで感じることがある。（車上ではわからないこと） 

想定（希望） 
する参加者 

自由に参加できる。負担感をなくす。 

工夫や 
アイデア 

接続できる範囲で行う。 

コミュニティ作りに発展。 
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取組・活動 
・イベント名 

軽井沢に路面電車を走らせたい 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢駅から R18 沿って。 

実施する 
目的 

・交通渋滞 

・高齢化社会 

・SDGs 

・脱化石燃料 

・環境問題 

・コンパクトタウン 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 

軽井沢らしさ 

 

取組・活動 
・イベント名 

ゴミ拾いをしながらの町歩き 写真を撮りながらの町歩き 

実施内容や 
実施方法 

ゲーム感覚で楽しみながらゴミを拾う。（重さ、分別） 

実施する 
目的 

歩く事によって見逃している問題点を見つける。 

想定（希望） 
する参加者 

子供から～高齢者まで。 

工夫や 
アイデア 

 

 

取組・活動 
・イベント名 

通学路を歩こう 

実施内容や 
実施方法 

三校ある小学校の１番遠い所から学校まで歩く。 

実施する 
目的 

危険な所を再認識。安全な通学路にする。 

想定（希望） 
する参加者 

全ての方々。 

工夫や 
アイデア 

 

 

取組・活動 
・イベント名 

軽井沢の野生動物・植物サバイバルマップをみんなでつくろう！！！ 

実施内容や 
実施方法 

「軽井沢ネイチャーブック」の出版？Web 辞典の実現！！！（①実態調査②魅力の収

集③出版） 

軽井沢ネイチャーブックをみんなで投稿してつくる！ 

実施する 
目的 

軽井沢や長野県の絶滅危惧種や生態系の保全、ゼロカーボンシティ。 

想定（希望） 
する参加者 

子どもたちから老若男女だれでも。 

工夫や 
アイデア 

軽井沢の自然のすばらしさ、美しさを定番化し、保全についての目標値をつくって、

みんなで育む！ 
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取組・活動 
・イベント名 

大日向の開拓史料館をつくりたい！ 

実施内容や 
実施方法 

①大日向の開拓当時の歴史をご存知のみなさまの、昔話を聞き書きする。 

②開拓マップをつくる。 

③史料館へ！！！ 

実施する 
目的 

大日向公民館でねむる、戦中戦後の開拓の資料を整備・公開することで、平和教育と

国際平和の実現に寄与する。 

想定（希望） 
する参加者 

今と未来の子どもたち。 

工夫や 
アイデア 

IT・スマホの活用や、ISAK の子どもたちと連携し、多言語で全世界に発信。 

 

取組・活動 
・イベント名 

軽井沢 Green Recovery Project 

実施内容や 
実施方法 

・松ぼっくりや末梢、軽井沢の木や枝を活用した商品開発。 

・軽井沢産木材で、軽井沢彫などをつくるのをめざす！ 

実施する 
目的 

軽井沢の課題となっている森林のマネジメント。 

森林ゴミの利活用、新規ビジネスを検討し、森づくりを新しい軽井沢の産業の基軸と

する。 

想定（希望） 
する参加者 

子どもたち、住民、別荘、観光客。 

工夫や 
アイデア 

軽井沢にある森からの恵み、森を大切にすることが暮らしや経済につながるよう、み

んなで知恵をだす。 

 

取組・活動 
・イベント名 

土砂災害水害ハザードマップをみながらまちあるき！！！ 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢町に未整備な水害ハザードでマップをまず作る。 

そのうえで、防災まちあるき、DIG などの手法をもちいたまちあるきを実施。 

実施する 
目的 

気候変動により年や悪化する風水害から命を守るため、ハザードマップにもとづい

て災害エリアを歩き、いざというときの避難行動を学ぶ。 

想定（希望） 
する参加者 

ハザードマップ周辺（該当）エリアの住民、在学者。 

工夫や 
アイデア 

特定の町会や自防にこだわらず、広く、町民、別荘、在勤在学者にもよびかけること

で、地域コミュニティのあたらしい形作りも目指す。 

 

取組・活動 
・イベント名 

地域支えあいマップをつかってハイキング 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢町内で民生委員さんが整備して下さっている支えあいマップを、実際のハイ

キングや盆おどりなどのイベントで活用することで、いざというときにつかいやす

い前提と文化をつくる。 

実施する 
目的 

災害時に、避難行動要支援者を救助することを目的とする。 

想定（希望） 
する参加者 

民生委員さんと、やる気のある住民さん、当事者さん。 

工夫や 
アイデア 

単なる防災訓練だと、たのしくないので、ハイキング、盆おどり、カラオケ大会など

のたのしいイベントとセットにする。 
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取組・活動 
・イベント名 

矢ヶ崎川 風土フォーラム 連続会議 

→同様のものを湯川・精進湯川でも 

実施内容や 
実施方法 

矢ヶ崎川（池）を愛する人々、ファン、住民などが集まり、クリーンアップ流域の河

川の生態系、歴史、文化、災害リスクなどを、ゆるやかに語らったり、歩いたり、食

べたりすることを通じて、矢ヶ崎川流域の風土自治の実現を目指す。 

実施する 
目的 

矢ヶ崎川の防災・減災／自然環境の保全と管理。 

広域連携。 

風土自治の実現。 

想定（希望） 
する参加者 

矢ヶ崎川を愛する人々・住民。 

工夫や 
アイデア 

特定の町会、自主防災組織を超えて、矢ヶ崎川への「愛」をまんなかに、ゆるやかに

つどえる場づくり。 

 

取組・活動 
・イベント名 

浅間山 風土フォーラム 未来会議 

実施内容や 
実施方法 

浅間山の風土、文化、歴史、魅力、植生、生態系、災害リスクなど、さまざまなテー

マを語らったり、いっしょに歩いたりする、ゆるやかで、出入り自由な、ゆるい会議

を毎月開催して、みんなおともだちになる！ 

実施する 
目的 

浅間山が噴火したとしても、だれひとりとり残さず、全員助かる軽井沢町を実現する

ため。 

想定（希望） 
する参加者 

浅間山を愛する人々、周辺住民の皆様。 

工夫や 
アイデア 

ゆるくすること！ 

だれでも出入り自由なこと！ 

「愛！！！」をすべてのまんなかに！ 
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チーム２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表内容】 

○「協働ネット」をもとにして、「イベントでつなぐ」「アプリでつなぐ」というように、様々な

事柄で人と人を繋いでいく。 

○「住民」「別荘所有者」「移住者」、それぞれの情報格差を無くしていくこと、壁を無くしていく

ことが、より良い軽井沢町に繋がっていくと思う。情報のネットワークも繋げることが重要。 

 

【個人シートに記載された、または、発表されたアイデア】 

取組・活動 
・イベント名 

「（仮）軽井沢住民活動協働ネットワーク」の設立と活動 

略称：協働ネット 

実施内容や 
実施方法 

エリア ボランティア／地域活動×支援×センター。 

新しくできる複合施設の中に活動の拠点を設ける。 

365 日いつでも集い活動できる。 

実施する 
目的 

住民が主役の協働参画のまちづくり。 

5 次長振 基本方針 7 

想定（希望） 
する参加者 

ボランティア団体、地域活動団体、その他非営利団体、個人。 

工夫や 
アイデア 

フラットなゆるやかなネットワーク型組織。 

多様な目的、価値観の団体がヒト・モノ・カネ・コトで支え合う。 
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取組・活動 
・イベント名 

森と共に生きる 

実施内容や 
実施方法 

・木の手入れ、見きわめ方 

・植物の知識 

・森に住まう生き物 

イベント開催、ワークショップにて森とどのようにむきあい残し育てていくか。 

実施する 
目的 

軽井沢町の自然環境を守り育てる。 

樹木診断。 

想定（希望） 
する参加者 

観光者、町内全ての方々。 

工夫や 
アイデア 

学習会、伐採見学会。 

 

取組・活動 
・イベント名 

オープンガーデン 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢町の魅力である景色を知る。 

自由に歩く。 

実施する 
目的 

軽井沢町の自然環境の保全。 

想定（希望） 
する参加者 

観光者、町内全ての方々。（地区で） 

工夫や 
アイデア 

オープンガーデンエントリーマップ作成。 

例）Ａ花コース、Ｂ苔庭コース、Ｃ雑木コース 

 

取組・活動 
・イベント名 

秋の落ち葉フェスティバル 

実施内容や 
実施方法 

家（別荘を含む）の庭の落ち葉を回収し、それを腐葉土にリサイクルし、欲しい人に

配布。集まった落ち葉で大焼イモ大会。 

実施する 
目的 

庭木の落ち葉問題について。 

木を切って解決するのではない方向へ。 

落ち葉を町指定ゴミ袋で捨てるのではなくリサイクルする。 

想定（希望） 
する参加者 

町内の全世帯、年齢問わず。 

工夫や 
アイデア 

 

 

取組・活動 
・イベント名 

地域での助け合いに「ルイザ券」を活用する 

実施内容や 
実施方法 

「ルイザ券」を、地域での助け合いの際の通貨として活用する。 

困っているときに助けてもらった際に「ルイザ券」でお支払い。 

実施する 
目的 

あまり浸透していない「ルイザ券」をもっと使ってもらう。 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 

アプリでも使えるように。軽井沢町での滞在頻度にかかわらず（住んでいる人も、別

荘にたまに来る人も）、情報を得られるようにする。 
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取組・活動 
・イベント名 

中学生議会 

実施内容や 
実施方法 

解決したい事案を中学生に任せます。 

実施する 
目的 

早く解決。（３年という期間限定ということを活かす） 

自分たちが将来の軽井沢を創る意識。（郷土愛の醸成にも） 

想定（希望） 
する参加者 

中学生。 

工夫や 
アイデア 

自由に決めてもらう。（あまり制限しない） 

 

取組・活動 
・イベント名 

一日町長 

実施内容や 
実施方法 

・選挙で決める。 

・案件ごと、議決まで。（決めたい事案に対して“立候補”してもらう） 

実施する 
目的 

決めることも募集する。 

想定（希望） 
する参加者 

全町民＋別荘の方も。 

工夫や 
アイデア 

解決してほしいことの募集→立候補→選挙（ネット）→議決。 

 

取組・活動 
・イベント名 

軽井沢町民と移住してきた方の交流の場の提供 

実施内容や 
実施方法 

 

実施する 
目的 

情報格差がなくなるように。 

想定（希望） 
する参加者 

交流希望の方。 

工夫や 
アイデア 

 

 

取組・活動 
・イベント名 

軽井沢クラウドファンディング 

実施内容や 
実施方法 

これやりたい！っていう意見にいくらか出資（報酬）してもらう。 

実施する 
目的 

 

想定（希望） 
する参加者 

誰でも。 

工夫や 
アイデア 
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取組・活動 
・イベント名 

誰でもいいからやってほしい事業 

実施内容や 
実施方法 

住んでいてモヤモヤする細かいことを意見する。（アプリ） 

集めたものは議会で選んで、公表する。 

やってくれた人（団体）には報酬を。 

実施する 
目的 

早く、どんどん解決していく。 

※公共事業には任せられません！！ 

想定（希望） 
する参加者 

誰でも。 

工夫や 
アイデア 

報酬は、現金や減税など。 

 

取組・活動 
・イベント名 

茶飲み会イベント 

実施内容や 
実施方法 

町内の公共施設だけでなく、お店で茶飲み会を開催する。町民、別荘民。 

実施する 
目的 

町として広い世代での交流、情報交換。 

想定（希望） 
する参加者 

町民、別荘民。 

工夫や 
アイデア 
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チーム３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お仕事ゼミ：西部小学校で行われた、小学生（とその父兄等）への職業紹介と職業体験のイベント 

 

【発表内容】 

○多種多様な人がいるのが軽井沢町。その人たちをマッチングして、軽井沢町にある魅力を醸成

し進化（深化）させるため、色々な思いを持った人が集まれるプラットフォームをつくる。 

○現在、ボランティアセンターで行っているボランティア団体同士の情報交換機能をもっと活か

して、もっと繋がりができるようにしていきたい。また、データベース化も出来ればより良い。 

 

【個人シートに記載された、または、発表されたアイデア】 

取組・活動 
・イベント名 

軽井沢巡りスタンプ帳 

実施内容や 
実施方法 

ご朱印帳みたいな感じで、史跡や名所を巡ると各オリジナルスタンプを押してもら

う。 

実施する 
目的 

歴史的建築物（三笠ホテル、別荘、レストラン、美術館他）が多くあり、特に保存し

ている別荘などが活用されていないので、生かすことが目的。 

想定（希望） 
する参加者 

町民、別荘者、来軽者。 

工夫や 
アイデア 

例えば、堀辰雄記念館に堀辰雄アニメキャラを作る。 

八田別荘の八田さんのアニメキャラを作り、キャラ集めすることで親しみが沸く。 
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取組・活動 
・イベント名 

Go green Karuizawa 

自然と人に LOVE、未来に PEACE を広げる環境活動 

実施内容や 
実施方法 

・環境共生型の林業による森創り（森林空間プロデュース） 

・森の活用（森のワークショップ、森のオブジェ作り） 

・環境保全活動に導く環境・プログラム・仕組みづくり 

実施する 
目的 

自然と人に愛をもってよりそうことで未来に平和を広げる。 

想定（希望） 
する参加者 

子供～大人までみんな。 

工夫や 
アイデア 

アートの力を活用。見ただけで伝わるストーリー。 

その森の物語を作る。その森のシンボル開発。 

森でとれた木を使って町の緑化。 

発信力のある軽井沢の力を活かし、よいモデルを作り、普及し広げる。 

 

取組・活動 
・イベント名 

キララビレッヂワークショップ 

実施内容や 
実施方法 

多種多様な自然と人は軽井沢の宝。 

想いのつまった森でそれぞれの得意を共有するためのワークショップ。 

実施する 
目的 

文化・学びを循環する。 

Ex.おみそ、おつけもの作り、書道、いけばななど。 

想定（希望） 
する参加者 

子ども～大人。 

工夫や 
アイデア 

①発地市庭など集まりやすい場所でモデルを作り。 

②各エリアに普及していく。 

 

取組・活動 
・イベント名 

町内巡回ミニバス 

実施内容や 
実施方法 

現在の巡回バスの本数とルートを多くして、車を使わなくても、町内のアクセスを良

くする。 

実施する 
目的 

季節によって渋滞解消。 

弱者の移動手段。 

想定（希望） 
する参加者 

全ての人たち。 

工夫や 
アイデア 

ミニバスをラッピングして、バスに乗ることが楽しくなる。 

自転車も乗せられると、サイクリングして自然を楽しめる。 
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取組・活動 
・イベント名 

軽井沢＝「健康モデル都市」の推進、医療ツーリズムの創出 

実施内容や 
実施方法 

軽井沢病院、地域の医師・看護師、学校の保健師が連携。 

→「健康モデル都市」の推進。 キーワード「健康と自然」 

町民・来荘者の地域医療、人間ドックの活用→医療ツーリズムの創出。 

実施する 
目的 

豊かな自然の中で育まれる人間の健康、医療基盤の拡充。 

想定（希望） 
する参加者 

上記の専門家と、健康に課題・関心を持つ住民・来荘者。 

工夫や 
アイデア 

軽井沢病院名誉院長＝藤田東大名誉教授の提言「軽井沢を全国の健康モデル都市」

に。 

健康を更に、オーガニック食、自然保護等に展開。 

 

取組・活動 
・イベント名 

地域の産品・料理のデータベース化、軽井沢共通ブランドによるネット販売の拡充 

実施内容や 
実施方法 

各店舗・事業者等の消費者の視点からのデータベース化。 

軽井沢共通ブランド、共通プラットフォームによるネット販売。 

実施する 
目的 

店舗、事業者の売上・利益の基準化。 

ピーク時の混雑・渋滞の緩和にも。 

想定（希望） 
する参加者 

上記の各店舗・事業者。 

工夫や 
アイデア 

ふるさと納税の返礼品（既実施） 

 

取組・活動 
・イベント名 

使われなくなった住宅・山荘・店舗・農地の再利用・活用 

実施内容や 
実施方法 

空き家・店舗・農地情報の提供。（自らの保有物件、困っている近隣の物件） 

地域としての利活用方法の検討・提案。 

実施する 
目的 

環境・景観の維持・向上。 

地域・別荘の文化→次世代への継承。 

想定（希望） 
する参加者 

当該物件の所有者、近隣で当該物件で困っている住民。 

工夫や 
アイデア 

ワーケーション物件や、コミュニティ施設への転用。（例.地域の介護施設としての利

用） 

店舗、地域産業、農家等の後継者確保。 

 

取組・活動 
・イベント名 

子ども先生 

実施内容や 
実施方法 

子ども達に「好きなこと」について講演してもらう。「子ども博士」。地域の大人に教

え、伝えられるような場を作る。 

実施する 
目的 

 

想定（希望） 
する参加者 

 

工夫や 
アイデア 
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取組・活動 
・イベント名 

学術・文化・新しいライフスタイル等の学習講座の開催 

実施内容や 
実施方法 

集合形式やネットでの講座開設・情報発信。 

山荘滞在の学者・芸術家、地域の産品生産者、シェフ等による、学術・芸術・エコロ

ジー農業・料理等の講演、ワーケーション移住者による体験談。 

実施する 
目的 

軽井沢らしい文化、芸術、新しいライフスタイルの発信、継承。 

地場産業の後継者、若手芸術家の発掘・育成、移住の促進。 

想定（希望） 
する参加者 

上掲のノウハウ、情報を持つボランティア、これに興味を持つ住民・来荘者。 

工夫や 
アイデア 

住民・来荘者の講演ボランティアのデータベース化。 

地元中高等学校等の教育での活用。 

 

取組・活動 
・イベント名 

こどもたちの給食をオーガニックに！！  

実施内容や 
実施方法 

軽井沢のこどもたちの心と身体の健やかな成長のため。 

・食の安心安全にまつわる上映会 

・環境に関する上映会 

・有機農家さんでの農業体験 

・町内のシェフが考える給食メニュー募集 

・軽井沢の自然について楽しく学べるワークショップ 

実施する 
目的 

今、ひと昔前に比べ、心や体に問題をかかえる子がふえてきているので、“食”の安

心安全を楽しく子どもたちの健やかな成長を目指す。 

想定（希望） 
する参加者 

こども、親子、町内の給食に携わる人々、生産者、シェフ。 

工夫や 
アイデア 

町内にたくさんの飲食店があるので、町内のシェフやパティシエの方考案の給食レ

シピの考案。有機農家さんと一緒に作った野菜を給食へ提供。こどもたちが作る～売

るまでをやる。学校に行きづらい子どもたちの居場所の 1つとしての畑。雇用（ママ

さん、シルバー） 

・アグリツーリズム 

・軽井沢霧下野菜 

 

取組・活動 
・イベント名 

産後ママのためのコミュニティ 

実施内容や 
実施方法 

各地区の公民館などで、産前産後、気軽に頼れるコミュニティ作り。 

生後 6ヵ月未満の赤ちゃんを託児できる場所。 

お母さんがリフレッシュ、元気になれるイベント。（マッサージなど、赤ちゃんを預

けてランチ会） 

実施する 
目的 

移住者の多い軽井沢のママたちのリフレッシュのため。 

想定（希望） 
する参加者 

ケアされたい方、ケアしたい方。 

工夫や 
アイデア 

 

 


